
月例川崎マラソン機関紙『河原版』 第４２４号 発行日 2012 年 7月 29日 (１）

発行責任者 佐藤 静雄

編集「河原版」編集委員会（今野雄・鈴木保・中山浩明）

〒211-0002 川崎市中原区上丸子山王町2-1332
（事務所移転しました）新日本スポーツ連盟川崎市連盟

（連絡先）Ｅメール : kawasaki@yg.qee.jp

月例終了後の問合せは市連盟事務所 044-433－1120へ

郵便振替での棄権届は 下記へ

名義：新日本スポーツ連盟ＲＣ 番号：00260-4-33100
主 催 月例川崎マラソン実行委員会

後 援 川 崎 市

◆

３
ｋ
ｍ
（
晴
天
時
）
は
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
２
本
に
分
け
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
仕
分
け
は
（
男
女
と
も
）

３
ｋ
ｍ
（
Ａ
）
３
０
０
０
番
台
以
下
（
夏
）
８
時
30
分
ス
タ
ー
ト

同

（
Ｂ
）
４
０
０
０
番

以

上
（
夏
）
９
時
00
分
ス
タ
ー
ト

ま
た
、
３
Ｋ
コ
ー
ス
7
月
テ
ス
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点
を
第
２
曲
走
路
出
口
と

し
グ
ラ
ン
ド
２
周
し
出
口
よ
り
出
て
多
摩
川
大
橋
を
折
り
返
し
グ
ラ
ン
ド
入
口
か

ら

入
り
３
／
４
周
し
ゴ
ー
ル
し
ま
す
（
３
Ｋ
の
み
）

第４３７回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３６回月例参加者動向

年間累計出場者 （ ～6月 7655 )

実数929（昨年同月は4054名 ３月震災でお休み）

2012..6.24 晴ｶｰﾑ0m/s 26℃ 70％ WBGT24°

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 290 29 319

５ｋ 360 54 414
３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 35 14 49

中学 8 3 11

大人 374 60 434

計 417 77 494

子ども１ｋ 92 61 153

延べ出場者 1159 221 1380

初参加者 110 38 148

棄 権 54 12 66

延べ参加者 1213 233 1446

◆来月の月例は、８月２６日です。
４月～１０月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ（Ａ）８：30
３Ｋ（Ｂ）９：00 ５ｋ ９：30
10ｋ 10：00 スタートです。（出場受

付は各種目の１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

１
９
８
９
年
神
奈
川
全
県
で

取
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
24
回

目
と
な
る
２
０
１
２
年
神
奈
川

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
が
７
月
21

～
22
日
の
２
日
間
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
21
日
（
土
）
の
川
崎
～

横
浜
市
役
所
コ
ー
ス
は
月
例
川

崎
が
担
当
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
月
例
ラ
ン
ナ
ー
６
名
、
他

２
名
、
ス
タ
ッ
フ
７
名
総
勢
15

名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

14
時
15
分
に
川
崎
市
役
所
玄

関
先
で
出
発
式
を
開
催
し
主
催

者
を
代
表
し
石
川
正
士
神
奈
川

県
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
理
事
長
が
挨

拶
に
た
ち
「
核
兵
器
廃
絶
の
世

論
を
多
く
の
方
々
と
共
同
し
築

き
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
川
崎
市
か
ら
は
市

民
子
ど
も
局
横
山
室
長
が
「
参

加
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
市
は
核
兵
器
の
廃
絶

と
恒
久
平
和
を
め
ざ
す
平
和
事

業
を
推
進
し
て
い
く
」
と
の
阿

部
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

上
げ
ま
し
た
。
天
気
は
曇
り
で

例
年
に
な
く
涼
し
い
日
和
で
ラ

ン
ナ
ー
に
と
っ
て
大
変
走
り
易

い
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
な
か
14
時

30
分
ス
タ
ー
ト
し
途
中
給
水
を

と
り
な
が
ら
16
時
30
分
に
横
浜

市
役
所
に
到
着
。
ほ
ぼ
同
時
に

相
模
原
コ
ー
ス
（
担
当
横
浜
月

例
）
が
到
着
し
即
、

到
着
式
を
行
い
各
グ

ル
ー
フ
よ
り
報
告
を

頂
き
、
川
崎
コ
ー
ス

は
磯
部
津
輝
子
さ
ん

が
報
告
し
散
会
し
ま

し
た
。
翌
22
日
（
日
）
は
出
発

地
横
浜
市
役
所
に
横
浜
～
箱
根

コ
ー
ス
参
加
の
総
勢
約
20
名
が

集
ま
り
７
時
30
分
最
初
の
目
的

地
藤
沢
市
役
所
を
め
ざ
し
ス
タ
ー

ト
。
「
反
核
平
和
」
「
米
軍
基

地
撤
去
」
「
福
島
原
発
の
教
訓

か
ら
横
須
賀
の
米
空
母
の
原
発

を
含
め
原
発
ゼ
ロ
」
を
訴
え
て

走
り
ま
し
た
。

藤
沢
～
平
塚
は
月
例
湘
南
が

担
当
し
、
残
り
の
平
塚
～
箱
根

間
は
総
勢
20
名
で
走
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
17
時
30
分
箱
根
町
役
場
に

全
員
無
事
ゴ
ー
ル
し
閉
会
式
に

臨
み
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
は
Ａ
Ｍ
６
時
三

浦
市
役
所
を
出
発
し
箱
根
ま
で

の
78
㌔
を
三
年
越
し
に
完
全
走

破
し
た
若
者
も
い
て
頼
も
し
い

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
（
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と

課
題
は
お
休
み
で
す
）

（
了
）

２
０
１
２
年
神
奈
川
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
開
催
さ
れ
る

７
／
21

川
崎
～
横
浜
15
ｋ

22
日
横
浜
～
箱
根
67
Ｋ

全
８
コ
ー
ス
１
８
３
Ｋ
ｍ

参
加
総
勢
１
２
０
名
超

４
７
３
０

山
田

真
大

４
７
３
３

鈴
木

誠

４
７
３
４

鈴
木

優
希

４
７
３
９

岡
本

朝
仁

４
７
４
０

小
松

英
彦

４
７
５
６

世
良

拓
也

４
７
５
８

岡
崎

善
和

４
７
７
１

花
房

秀
彰

４
７
７
８

高
林

晃
成

４
７
７
９

髙
岡

久
季

４
７
８
９

塩
沢

広
司

１
５
２
４

湯
本

真
央

１
５
３
３

鈴
木

遥
香

１
５
３
８

細
谷

弘
美

１
５
４
３

菊
地

留
美

８
３
１

権
守

光
夫

１
１
５
７

渡
辺

繁
樹

１
２
５
６

矢
部

義
孝

２
３
２
５

加
藤

洋
資

２
５
０
０

板
谷

弘
道

２
９
８
８

市
川

和
彦

３
３
１
５

藤
井

章
照

３
６
９
０

福
田

洋
一

４
３
３
６

加
藤

耕
大

４
４
４
１

加
藤

憲
夫

４
４
９
５

平
林

幹
雄

４
５
５
７

岩
本

孝
昌

４
６
０
８

今
田

佳
孝

２
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

３
３
７

廣
川
美
恵
子

１
９
４
８

安
孫
子
優
貴

２
０
０
８

山
岸

陽
一

３
１
９

星
野
み
ゆ
き

２
７
７
２

長
瀬

昭
徳

２
７
９
８

三
浦

淳

３
０
２
４

長
瀬

蒼
季

３
１
２
４

北
村

邦
夫

３
２
９
５

西
永

晋

１
７
５

西
澤
め
ぐ
み

１
０
３
１

三
浦

琴
泉

４
７
７

山
田

正
作

３
２
６
０

鹿
野

賢
志

３
４
６
５

西
畑

保

３
８
０
２

早
田

凪

３
８
４
５

畑

博
之

３
８
５
１

直
江

兼
宏

１
１
７
１

西
川

蒼
生

２
２
５
８

佐
藤

賢
一

４
２
３
７

大
坪

雅
之

９
８
２

太
田

悦
代

２
３
２
３

本
生

拓
郎

２
９
２
５

加
藤

利
明

３
０
４
９

野
口

方
嗣

４
１
４
６

熊
澤

栄
二

４
１
６
６

川
畑

仁
志

４
３
０
７

堤

詠
一

４
３
４
４

松
尾

和
虎

４
３
８
２

坂
本

貴
行

４
３
８
３

坂
本

大
晋

４
４
３
５

渋
谷

毅

４
４
８
９

南
谷

達
郎

４
５
２
１

稲
垣

翔
太

４
７
０
６

伊
藤

大
智

４
７
０
７

高
野

莉
世

４
７
０
９

皆
川

雅
伸

４
７
２
１

長
倉

正
幸

４
７
２
５

渡
辺

辰
男

第
４
３
７
回
月
例
表
彰
者

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
場

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◇

５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇
６
５
回
連
続
出
場
賞

さ
る
７
月
16
日
（
月
・
祝
）
午

後
よ
り
川
崎
市
連
盟
は
第
40
回
定

期
総
会
と
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

川
崎
サ
ン
ピ
ア
ン
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
石
川
正
士
理
事

長
が
１
９
７
２
年
２
月
結
成
か
ら

毎
年
総
会
を
開
き
今
年
第
40
回
総

会
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市

連
盟
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
実

現
の
た
め
地
域
に
根
ざ
し
、
ク
ラ

ブ
を
基
礎
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広

げ
、
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
行
事
開
催
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
と
意
義
を
強
調
さ
れ
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
冒
頭
、
小
冊
子
「
40

年
の
歩
み
」
に
基
づ
き
こ
の
40
年
の

活
動
を
概
括
的
に
俯
瞰
し
、
今
日
の

各
ク
ラ
ブ
や
月
例
マ
ラ
ソ
ン
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
活
動
の
発
展
方
向
や
道
筋
に

つ
い
て
40
年
の
活
動
の
蓄
積
か
ら
み

ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
り
月
例
佐

藤
静
雄
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
は
じ

ま
り
、
40
年
の
時
の
流
れ
を
し
み
じ

み
且
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
感
じ
な
が

ら
参
加
者
よ
り
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
交

流
し
、
更
な
る
市
連
盟
の
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。
来
賓
に
は
神
奈
川

県
連
盟
吉
成
事
務
局
長
、
横
浜
月
例

の
方
々
が
列
席
さ
れ
ま
し
た
。
（
了
）

◇

８
０
回
連
続
出
場
場

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

嶋田（秀）、岩澤、古田、磯部の各氏他が走った



月例川崎マラソン機関紙『河原版』 第４２４号 発行日 2012 年 7月 29日 （２）

第
４
３
６
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

４
６
４
１

水
飼

俊
秀

４
６
５
１

林

宏
延

４
６
７
３

鎗
谷

賢
三

４
６
７
６

小
澤

慶
孝

４
７
１
１

奥
本
航
一
郎

４
８
７
８

二
村

俊
輔

４
９
４
８

明
石

和
也

４
９
５
０

塚
本

展
行

４
９
９
４

佐
藤

瑛
希

４
９
９
９

大
橋

慎
也

５
０
０
０

村
上

利
光

５
０
０
２

髙
橋

晃

５
０
７
６

岸

義
美

５
０
７
９

宮
田

大
輝

５
０
７
８

大
澤

浩
二

５
０
７
８

宮
田

拓
衛

５
０
８
０

田
中
裕
一
郎

５
０
８
３

田
中

典
衡

５
０
９
２

小
林

知
暉

５
１
０
２

相
田

陸

５
１
０
６

伊
藤

一
馬

５
１
０
７

佐
藤

航
希

５
１
１
３

佐
藤

行

５
１
２
２

相
澤

秀
幸

５
１
２
７

秋
元

通

５
１
３
４

明
畠

貴
之

５
１
４
２

清
水

徹

５
１
５
５

春
原

豊

５
１
６
６

服
部

厚
一

４
０
５

窪
田

紗
奈

１
０
３
２

三
浦

涼
帆

１
３
９
２

鈴
木

薫

１
４
１
７

加
藤
さ
と
子

１
４
９
３

松
原

幸
子

１
５
３
２

鈴
木

有
香

１
６
１
６

西
川

眞
生

１
６
８
６

珠
野

知
子

１
６
８
７

珠
野

彩

１
６
８
８

三
留

静
香

１
６
９
２

椎
名

桂

３
連
続
優
勝
賞

３
Ｋ
小
女
（
４
～
６
月
）

１
３
２
２

籾
木
唯
祈

（
敬
称
略
）

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・
65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・

250
・300
回
が

あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
で
、

連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員

と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

泥
が
付
着
し
た
蝉
の
抜
け
殻
を
見

か
け
た
。
今
夏
は
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
が

多
い
よ
う
だ
。
ニ
イ
ー
ニ
イ
ー
と
鳴

い
て
い
る
。
７
月
22
日
神
奈
川
反
核

平
和
マ
ラ
ソ
ン
で
平
塚
近
く
に
来
た

ら
カ
ナ
カ
ナ
の
初
鳴
き
を
聞
い
た
。

ま
だ
ミ
ン
ミ
ン
な
鳴
い
て
い
な
い
。

そ
し
て
燕
、
も
う
大
半
は
南
に
飛

び
立
っ
た
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、

時
折
り
ま
だ
親
鳥
が
餌
を
探
し
に
飛

び
回
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。
台

風
や
ら
大
雨
な
ど
が
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
遅
い
子
ど
も
の
巣
だ

ち
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
だ
。
一
方
私

達
の
身
近
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
は

首
相
官
邸
に
10
万
の
人
が
「
原
発
な

く
せ
」
の
コ
ー
ル
。
16
日
に
は
17
万

人
の
人
が
代
々
木
公
園
に
集
ま
っ
た
。

五
大
新
聞
も
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
無

視
す
る
訳
も
い
か
ず
三
面
で
も
載
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
大
飯
原
発

３
・
４
号
機
フ
ル
出
力
に
達
し
た
と

の
報
道
に
合
わ
せ
。
か
た
や
米
オ
ス

プ
レ
イ
全
国
各
地
の
反
対
表
明
に
火

を
注
ぐ
よ
う
な
陸
揚
げ
強
硬
・
・
・

編
集
後
記

①
親
子

５
１
０
６
伊
藤
一
馬
君
（
小

４
）
５
０
６
３
伊
藤
公
一
さ
ん
（
父
）

今
回
で
４
回
目
の
参
加
で
す
。

１
㌔
で
は
２
位
に
な
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
も
や
っ
て
い
ま
す

が
、
持
久
力
を
つ
け
る
た
め
に
父
と
一

緒
に
４
～
５
㌔
位
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。

②
お
友
達

５
０
９
０
松
浦
魁
正
君
、

か
い
せ
い

５
３
３
０
石
川
竣
斗
君
、
５
４
９
９

し
ゅ
ん
と

畠
山
大
輝
君

だ

い

き

５
歳
か
ら
10
歳
ま
で
の
仲
間
で
す
。

ふ
だ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
走
る
の
が
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

③
「
星
の
子
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」

４
６
１
３
稲
垣

克
君
、
４
６
１
４
川
山

昴
祐
君
、
４
７
０
２
藤
巻
陽
太
郎
君
、

こ
う
す
け

５
０
２
９
千
葉
諒
太
郎
君

（
中
学
２
年
生
）

３
㌔
の
ベ
ス
ト
は
９
分
46
秒
で
す
。

今
日
は
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を
ね
ら
っ
て
走
っ

た
の
で
す
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
回
ま
た
挑
戦
し
ま
す
。

④
チ
ー
ム
「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
軍
」

平
均
年
齢
は
30
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
５
㌔

は
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
16
分
か
ら
18

分
ぐ
ら
い
で
走
り
ま
す
。

武
者
修
行
で
多
摩
川
ク
ラ
ブ
の
練
習
会

に
も
時
々
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
「
平
塚
24
時
間
マ
ラ
ソ
ン
」
に

参
加
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

い
ま
核
家
族
が
あ
た
り
ま
え
の
世
の
中
、
お
年
寄
り

が
一
人
暮
ら
し
の
さ
び
し
さ
を
癒
す
た
め
に
、
家
族
の

一
員
と
し
て
犬
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
人
も
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
動
物
を
飼
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
我
が
マ
ン
シ
ョ
ン
は
小
型
犬
と
中
型

犬
だ
け
は
許
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
管
理
規
約

の
付
則
事
項
に
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
他
の
居
住
者

に
め
い
わ
く
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
気
を
つ
け
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
等
、
文
言
を
記
し
厳
守
す
る
よ
う
に
明

記
し
て
あ
る
。

我
が
家
の
愛
犬
洋
犬
キ
ャ
バ
リ
ヤ
（
愛
次
郎
）
が
始

め
て
我
が
家
に
や
っ
て
き
た
の
は
生
後
３
ヶ
月
の
２
０

０
５
年
10
月
で
あ
っ
た
。

偶
然
に
も
７
月
20
日
は
父
親
の
命
日
で
あ
る
。
そ
の

父
の
か
わ
り
に
愛
次
郎
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

犬
も
気
性
が
荒
い
や
つ
は
、
他
の
犬
を
見
る
と
威
嚇

す
る
よ
う
に
大
き
な
声
で
わ
め
く
、
ま
た
吠
え
ら
れ
て

も
知
ら
ぬ
ふ
り
し
て
、
ど
っ
し
り
か
ま
え
て
散
歩
し
て
い

る
大
型
犬
な
ど
や
、
自
分
に
接
近
す
る
人
や
動
物
を
み
る

と
、
尻
尾
を
た
れ
、
慌
て
ふ
た
め
い
て
、
避
け
る
よ
う
に

す
り
ぬ
け
よ
う
と
す
る
臆
病
な
や
つ
が
い
る
。

愛
次
郎
も
臆
病
な
や
つ
で
家
族
以
外
の
人
や
、
他
の
動

物
を
見
る
と
、
も
が
く
よ
う
に
必
死
に
逃
げ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
臆
病
な
く
せ
し
て
、
い
っ
た
ん
口
に
く
わ
え
た
食

べ
物
は
（
ポ
リ
袋
ご
と
）
力
ま
か
せ
に
引
っ
張
っ
た
り
、

な
だ
め
た
り
、
脅
し
て
も
、
絶
対
に
は
な
さ
な
い
の
で
あ

る
。無

理
や
り
口
を
両
手
で
ひ
ら
こ
う
と
す
る
が
、
も
の
す

ご
い
顎
の
力
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
愛
次
郎
の
大
好
物

（
牛
革
の
ガ
ム
）
を
目
の
前
に
お
い
た
ら
ポ
リ
袋
を
口
か

ら
放
す
か
と
お
も
っ
た
が
、
意
地
き
た
な
く
、
袋
を
咥
え

た
ま
ま
ガ
ム
を
く
わ
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
餌
、
一
袋
２
．

７
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
ユ
ー
カ
ヌ
バ
）
２
２
５
８
円
の
ド
ッ

ク
フ
ー
ド
も
３
週
目
に
は
底
を
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て

保
険
も
利
か
な
い
動
物
病
院
も
行
く
た
び
に
２
～
３
千
円

が
私
の
財
布
か
ら
消
え
て
い
く
。
犬
は
人
間
よ
り
も
短
命

な
の
で
、
耳
元
で
「
お
れ
よ
り
も
先
に
死
ぬ
な
よ
」
と
語

り
か
け
る
と
、
じ
っ
と
私
の
目
を
、
み
つ
め
て
い
る
だ
け

だ
っ
た
。

（
完
）

「
愛

犬
」

１
６
２

山
下

覚

⑤

10
㌔
一
位

５
４
８
８
川
野
部
桂
君

（
高
３
）
高
校
の
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
10
㌔
１
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
げ
抜
き
地
蔵
商
店
街
は
相
変
わ
ら

ず
に
ぎ
や
か
だ
。
平
日
の
昼
下
が
り
だ

と
い
う
の
に
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
爺
さ
ん
婆

さ
ん
た
ち
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

縁
日
に
参
れ
ば
苦
し
ま
ず
に
お
迎
え

が
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

縁
日
寺
の
振
る
舞
い
、
縁
が
あ
れ
ば

千
里
、
縁
と
浮
世
は
末
を
待
て
、
縁
と

月
日
は
巡
り
合
う
。
お
む
つ
と
乳
母
車

は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
だ
け
世
話

に
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
商

店
街
通
り
の
中
ほ
ど
の
大
型
薬
局
の
店

先
に
は
、
大
人
用
の
紙
お
む
つ
が
山
と

積
み
上
げ
ら
れ
て
黒
山
の
よ
う
な
人
だ

か
り
だ
。
年
を

と
る
と
ト
イ
レ

が
近
く
な
り
自

分
の
意
思
と
は

無
関
係
に
尿
が

も
れ
る
。
く
し
ゃ
み
、
せ
き
、
大
笑
い
、

重
い
荷
物
を
持
っ
た
と
き
。
俺
が
先
に

お
世
話
に
な
る
か
お
前
が
先
か
、
夫
婦

で
け
ん
け
ん
が
く
が
く
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
居
待
ち
約
三
十
八
万
人
、

施
設
に
入
れ
な
い
要
介
護
者
は
五
年
後

に
二
百
万
人
に
達
す
る
。

高
齢
化
、
少
子
化
と
と
も
に
高
齢
者

が
高
齢
者
を
介
護
す
る
「
老
老
介
護
」

が
ま
す
ま
す
増
加
し
、
待
ち
に
は
介
護

難
民
が
あ
ふ
れ
出
す
。
だ
れ
も
が
抱
く

老
い
へ
の
不
安
、
不
便
、
で
も
い
つ
ま

で
も
自
分
の
力
で
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
。

(

完
）

「
地
蔵
堂
だ
よ
り
」

１
３
４

森

泰
之

③

①

②

④
⑤

【
大
飯
原
発

再
稼
動
】

河
原
六
茶

む

ち

ゃ

反
対
と

叫
べ
ど
持
た
ぬ

聞
く
耳
を

民
衆
の
デ
モ
無
視

『
快
汗
駄
句
駄
句
』


